
対象：商学部4年次（2021年度入学者の内、卒業要件を満たした学生175名）　　　
アンケート実施期間：入学時2021年4月・卒業時2025年1月
卒業時回答率：100％（175名/175名）

商学部全体
職業倫理観 チームワーク 生涯学習力 発信力 情報活用能力 論理的思考力 課題解決力 総平均値

入学時 3.01 2.72 2.50 2.32 2.50 2.42 2.71 2.60
卒業時 3.12 3.24 2.46 2.70 2.74 2.77 2.96 2.85
差異 0.11 0.52 -0.03 0.37 0.24 0.35 0.25 0.26

〈グラフ1〉

2024年度ディプロマポリシーに関連した能力に関するルーブリック調査
（自己評価アンケート）
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〈グラフ2〉割合比較 商学部全体（暖色系はレベル3～5、寒色系はレベル0～2）

卒業時 (3年次編入学生4名含む)



経営学科
職業倫理観 チームワーク 生涯学習力 発信力 情報活用能力 論理的思考力 課題解決力 総平均値

入学時 3.04 2.73 2.41 2.45 2.51 2.51 2.74 2.63
卒業時 3.22 3.31 2.43 2.77 2.79 2.86 3.06 2.92
差異 0.18 0.58 0.03 0.32 0.28 0.35 0.31 0.29

〈グラフ3〉
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会計学科
職業倫理観 チームワーク 生涯学習力 発信力 情報活用能力 論理的思考力 課題解決力 総平均値

入学時 2.97 2.69 2.65 2.11 2.48 2.28 2.66 2.55
卒業時 2.95 3.11 2.52 2.58 2.65 2.62 2.80 2.75
差異 -0.02 0.42 -0.13 0.47 0.17 0.33 0.14 0.20

〈グラフ4〉
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《所見》
  本調査では、商学部4年生（卒業許可者）を対象に、入学時と卒業時のディプロマポリシー（卒業認定・学位授与
の方針）に関連する能力や知識の変化を分析した。本調査は、ルーブリックの形式で学生自身が自己評価した結果
をもとに行われており、各能力の成長度合いを学生の主観的な視点から測定している。
　商学部では全体的に多くの能力で向上が見られ、特に「チームワーク」や「発信力」、「論理的思考力」の伸び
率が高いことが分かった。特に「チームワーク」の伸び率が最も高く、0.52の上昇を記録した。一方で、「生涯学
習力」は商学部全体で-0.03とわずかに低下し、会計学科では-0.13の低下が確認された。
　学科別に見ると、経営学科においてはすべての項目で向上が見られ、特に「チームワーク」や「論理的思考力」
の成長が顕著だったことが分かる。会計学科では「発信力」や「チームワーク」の伸び率が高い一方で、「職業倫
理観」と「生涯学習力」が低下する結果となった。
　本学では、学生の成長を促す重要な要素とされる「他者との協働」を重視したカリキュラムを採用している。授
業内では、毎回異なるメンバーとチームを組むグループワークを取り入れ、ゼミでは特定の経営事例についてチーム
で深くディスカッションを行うなど、工夫を凝らしている。2024年度は149科目中111科目(74.5％)がアクティブ
ラーニングを実施しており、多様な価値観や考え方に触れることで視野が広がり、柔軟な思考力や考えを言語化す
る力を養うことができたと言える。また、意見を伝え合う過程でコミュニケーション能力や対人スキルが向上し、
社会で求められる実践的な力を身につけることが出来ているのではないか。
　今回わずかではあったものの低下が見られた「職業倫理観」と「生涯学習力」の向上は課題である。会計学科の
ディプロマポリシーに掲げている“職業会計人”（公認会計士、税理士、会計に関する教員・公務員、会計に関する企
業人）となるには倫理観の高い行動が求められるなか、資格試験対策や実務的なスキル修得が主眼となり、学生が
「新たな知識を自ら探求する姿勢」を身につける機会が相対的に少なくなっているのではないか。実際、2024年度
は公認会計士試験・論文式の合格率は33%であり、短答式では23%、税理士試験（財務諸表論）は50%といずれも高
く、専門知識や実務能力の習得に重点を置いていたことが分かる。しかしながら、今後は倫理的判断を求めるケー
ススタディやディスカッション等をさらに強化していきたい。
　今後も、本学の強みを生かした授業や課外活動を提供し、学生のさらなる成長を支援していくとともに、知識や
スキルの向上にとどまらず、社会で活躍するための総合的な能力や生涯学び続ける姿勢を持つ人材となるよう教育
内容や学修環境を改善していきたい。
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